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 び逆拡散を行って,データ復調する。図1に即=1の場合について,繰り返し回数'(」=0～3)をパラメータ
 としてプロットした周波数領域適応ICIキャンセラを用いるときの平均BER特性を示す。横軸は1ビッ
 ト当たりの受信信号エネルギー対雑音電カスベクトル密度Eゾ珊である。QPSKデータ変調を用い,FFT
 ブロックサイズをM=256チップ,ガードイン'ターバル長を・鞠=32チップとした。フェージングチャネ
 ルは,一様電力遅延プロファイルを有する参16個の独立なパスから構成される周波数選択性のブロッ
 クレイリーフェージングチャネルであるものとした。また,比較のため,繰り返し毎に最適なFDE重み
 を計算機シミュレーションにより求めている従来方法によるBER特性と理論的下界も示す。周波数領
 域適応ICIキャンセラを用いることにより,平均BER特性が大幅に改善していることが分かる。3回の
 繰り返しで,BER=10-4を満たす所要平均受信易備を,キャンセラを用いないMMSE-FDE(∫ニ0)と比較
 して,およそ4.9dB程度低減できることが分かる。また,BER=10-4を満たす所要平均受信E6/蜀の理
 論的下界からの劣化を1.9dB程度までに減らすことができる(このうち,05dBはガード挿入損である)。
 以上の周波数領域ICIキャンセラは,DS-CDMAが次世代方式の有力なアクセス技術になり得ることを
 示す重要な成果である。
 '第3章では,周波数領域インタ」リーブを用いるアクセス方式について述べている。CDMA上りリ
 ンクでは,各ユーザでフェージングチャネルが異なるため大きなマルチユーザ干渉(MUI)が生じ,BER
 フロアが発生してしまう。そこで,上りリンクで生じるマルチユーザ干渉を抑圧する周波数インターリ
 ー ブを用いるシングルキャリア(SC)および(MC)スペクトラム拡散マルチアクセス(SSMA)方式
 を提案している。まず,拡散率S乃の時間領域拡散を行って魏個のチップ系列を得る。次いで,趣ポイ
 ントFFTにより魏個の周波数成分を得た後,他ユーザと直交するインターリーブパターンを用いて,
 それらを跡倍の周波数帯域幅ヘマッピングする。図2に周波数領域インターリーブとMMSE-FDEを
 用いるときの平均BER特性を示す。FFTブロックサイズをM×8町1024サンプル,トータル拡散率SF
 を即=16とし,(餌,鋤=(1,16),(4,4),(16,1)のときのBER特性をプロットしている。U=16のとき,
 (S君,S粉=(1,16)として周波数領域インターリーブを用いれば,各ユーザの周波数成分は完全に直交し,
 MUIが発生しないので,最も優れたBER特性が得られる。一方,(即,,鋤=(16,1)または(4,4)では,MUI
 により大きな誤りBERフロアが発生している。以上より,トータル拡散率が8F(=餌×S粉でユーザ数が
 Uのとき,BERを最小とする拡散率の組み合わせが(8Fl,鋤=(8躍U,のとなることが分かる。提案方式
 は次世代アクセス技術の候補の1っに挙げられており,実用的に優れた成果である。
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 う。そこで,MMSE・FDEフィルタのインパルス応答がFFT区間全域に広がらないことに着目し,オ
 ー バーラップFDEを提案している。オーバーラップFDEでは,瑞ポイントのFFT範囲をオーバーラ
 ップさせ,MMSE-FDE後,FFT区間の中央Mチップのみを復調することでIBIを抑圧しつつ周波数ダ
 イバーシチ効果を得ている。図4に,オーバーラップFDEの平均BER特性を示す。魏=256および距U・=16
 とした。また,比較のため,堺二256チップあたり鞠二32チップのGIを挿入してMMSE-FDEを行った
 ときの平均BER特性も示す。FDE後に取り出す区間のチップ数MをパラメータとしてBER特性をプロ
 ットした。Glを用いると0.5dBの電力損が生ずる。このような電力損がない分だけ,オーバーラップ
 FDEのBER特性が優れるはずであるが,実際には残留BIが存在するからBER特性が劣化してしまう。
 しかし,超128とすれば残留IBIを最小化でき,BER=10-3を得る所要Eゾ珊劣化を1dB程度に抑える
 ことができる。これは現在のDS・CDMAシステムにもFDEを適用可能であることを示した重要な成果
 である。
 第6章は結論である。本論文では,FDEを用いる信号伝送系を対象に,周波数領域信号処理およびマ
 ルチアクセス方式の研究を行った・結果を述べた。まず,MMSE-FDE後に生じる残留ICIを抑圧すること
 を目的に,残留ICIを考慮したMMSE重みを導出し,それを用いる周波数領域適応ICIキャンセラを提
 案し,BER.特性を大幅に改善できることを明らかにした。次いで,MUIを抑圧することを目的に,周波
 数領域インターリーブを用いるマルチアクセス方式を提案した。その結果,ユーザ数がUのとき,BER
 を最小とする拡散率の組み合わせが(3君,鋤=(S野U,のとなることを計算機シミュレーションにより明
 らかにした。また,FDEでは,高精度なチャネル推定が必要である。そこで,FDEに適したMMSE規
 範に基づくチャネルパイロットチャネル推定の研究も行い,提案法のチャネル推定精度がパイロット系
 列に依存しないことを計算機シミュレーションにより明らかにした。最後に,GIを用いないでIBIを最
 大限に抑圧することを目的に,オーバーラップFDEを提案し,IBIを抑圧しつつ周波数ダイバーシチ効
 果を得ることができることを明らかにした。
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